


□ 次の文章を読み， 問1から問4に答えなさい。 （配点： 150 点）

ヒトが地球上で生活していくためには， 少なくとも必要とする農産物・畜産物・水産物などの

食料が必要で， それらの生産には現在の自然環境の維持が不可欠だ。

“このまま進んでいったら地球はヒトが住む環境として大丈夫だろうか？
’

'という不安を世界中

の人々がもち始め， それがSustainable Development Goals (SDGs)を生み出した。 人々は地球

の自然環境と社会環境のどちらも破綻なく持続していくことを強く望んでいる。 今や， 世界の

人々の危機感は大きい。SDGsは現在， 生きている私たちがせいいつばい努力して， これから
ひまご やしゃご

生まれてくる孫曾孫玄孫が， 希望をもって生きていけるような地球にしようという壮大な実

行プランである。

（中略）

漁業に関係する項目 14 の原文は
‘‘Life Below Water"で， そこでは “

生物資源
” が主対象になっ

ていて， 日本語訳の
“

海の豊かさを守ろう
’

'という漠然としたニュアンスとはやや違う。

（中略）

この項目 14 では，（l）10 の目標とそれぞれの目標の評価指標が示されている。 それらを見る

と， 海の生物資源に対する人間活動の影響では， 海の自然環境と， 漁業活動の2つが璽要なこと

がわかる。 目標には「～半減させる」といった具体的なものから「～十分な保護を達成する」と

いった漠然としたものもあるが， 評価指標で内容を具体的に示して評価しやすくしている。 た

だ， 評価指標の多くは目標を象徴する内容で， 必ずしも目標全体を視野に入れていない。 つま

り， 象徴的な課題に取り組むことで， 全体への波及効果が狙われている。

（中略）

海洋生物資源の持続的利用を高めるには， まず， それを目的としたエコラベル（注）などの認証

制度の利用があげられる。 認証制度では， 漁獲から流通にいたるまで持続的な資源利用の視点で

該当する組織を毎年評価し， 同時に担当者を教育して評価内容を徹底していくことがめざされて

いる。 代表的な国際認証制度としては， 海洋管理協議会(MarineStewardship Council, MSC), 

養殖管理協議会(AquacultureStewardship Council, ASC)が， 日本で作られたものではマリン

ェコラベル・ジャパン(MEL)がある。 審査員が資源の維持をふまえた魚介類の利用上の規則

や倫理を基準にしてチェックし， 合格した組織が認証される。 2019 年 12 月現在で， 漁業で

MSC認証を受けた国内の漁業者数は 4 件， MELの漁業認証数は 2020 年3月現在で 49 件ある。

2018 年には国内の漁業者数は大小合わせて7. 9 万あり， それに比べると認証数はきわめて少な

い。 今後より多くの漁業者が認証を受けることが望まれる。

ただ， MSCは欧米式の単一種の漁獲を対象として基準が作られているのに対し， 日本をはじ

めとしたアジアで盛んな複数種の漁獲漁業は審査対象となりにくい問題がある。 また， 現行の認

証だけで項目 14 の海の豊かさが守られるかというと， 必ずしもそうはいかない。 それは， 先に

述べたように， SDGsの項目の評価が， それぞれに関係する象徴的な内容を取り上げて行われ，
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（宮田賢二編

地点Aにおける月別の風のホドグラフ

1982年． 「広島の海陸風」．広島女子大学より改変）
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